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アジアアジアアジアアジア史の新たな展開史の新たな展開史の新たな展開史の新たな展開――――――――平泉の歴史的意義平泉の歴史的意義平泉の歴史的意義平泉の歴史的意義――――――――    

 

大阪市立大学大学  渡辺 健哉 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

これまで報告者は（渡辺 2018）と（渡辺 2019）を公表した。前者は、（岩手県教育委員会ほか

〔編〕2016）を利用しつつ、平泉＝辺境の都城、柳之御所遺跡＝為政者の居住空間、達谷窟＝境界

を示す象徴、長者ケ原廃寺跡＝都市内の寺院、白鳥舘遺跡＝交流拠点、骨寺村荘園遺跡＝寺院の資

産、とそれぞれを見立てて、東アジアのほかの遺跡と比定しながら、その歴史的意義を明らかにし

た。後者は、平泉研究において先駆的な役割を果たした藤島亥治郎の、研究の動機とその研究の背

景にある「東アジアの視点」の存在を明らかにした。いずれも、自らの研究テーマである、元の大

都の都城研究を敷衍した研究と、常盤大定に代表される史学史的関心から展開させた研究といえる。 

本報告は、平泉の同時代の東アジアの諸都市との比較を行っていく。すでに「平泉を東アジア史

のなかで記述する試みは新しくない」と佐藤嘉広氏が喝破しているように（佐藤 2013）、こうした

視点は藤島の研究でも言及されており（渡辺 2019）、とりたてて目新しいものではない。 

しかしながら、2011 年 6 月の「平泉の文化遺産」の世界遺産一覧表への登録によって、平泉が

改めて注目を集めたのは疑いないことであり、平泉を東アジア史のなかに改めて位置づけ、考察を

加える意義が薄れるとは考えにくい。 

そこで本報告では、「境界都市（境域都市）」という概念に着目し、ユーラシア東方域の「境域」

で活動し、近年になって急速に研究が進展してきた遼・金時代の都市に注目し、そこから抽出され

る特徴を平泉に位置づけながら比較・検討を行う。 

 

１１１１））））    「境界都市」について「境界都市」について「境界都市」について「境界都市」について 

近年、妹尾達彦氏は「境界都市」という概念を用いて世界史の概述を試みている。「境界都市」

について、妹尾氏の説明を整理すれば、以下のようになる（妹尾 2018,pp11-18）。 

・環境の境域に立地する都市。 

・異なる共同体の間に位置する都市であるため、外交、軍事、経済、行政機能に優れた都市。 

・環境の異なる産物と情報が集積し交換されるので、経済、文化機能にも長けている。主張する。 

また、平泉を南の日本社会と北の蝦夷世界との境界に生まれた「辺境政権」として位置づける見

解がある。とくに（斉藤 2014、24頁）で示された北緯 39度線と 40度線の位置は、平泉を東アジ

アに位置づけるうえでも、極めて重要な視点といえる。なぜなら、中国の北の遊牧世界と南の農耕

世界との接点に位置づけられる北京こそ、まさに北緯 40 度に位置しているからである。今後深め

るべき検討課題として、この地帯の植生を起点とする、動植物の生態環境の解明も望まれる。発掘

報告で提示される、動植物の種や骨にはいかなる意味があるのかについて、考えてみたい。 

さて、東アジアに平泉を位置づけるにあたって、藤原三代が権力を掌握した 1100 年からおよそ

百年のあいだ――中国大陸では、南宋・遼・金――は中華世界が南北に分裂していた時代である、

という点いついては改めて注意を払いたい。それにより、この時期は相互に交渉を行う必要性から、

必然的に二つの領域の接点に交易・交渉を行うための都市が誕生した。平泉が形成されていく過程

で、目を東部ユーラシアに転ずると、複数の王朝が対峙する時代が現出していたのである。 

こうした点を踏まえて、遼・金代の都市を概観していきたい。 
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２２２２））））    遼の都市遼の都市遼の都市遼の都市 

遼・金の王朝では皇帝自身が移動（巡幸）を繰り返す。すなわち、皇帝は季節に応じて移動を行

いながら、都城の外で生活を行う。この行動様式にともなって都の在り方も従来のそれとは大きく

異なった。 

まず、遼の五京は、以下のとおりである。 

【上京臨潢府】（現在、内モンゴル自治区赤峰市巴林左旗） 

【南京→のちの東京遼陽府】（現在、遼寧省遼陽市） 

【中京大定府】（現在、内モンゴル自治区赤峰市寧城県） 

【南京析津府】（現在、北京市） 

【西京大同府】（現在、山西省大同市） 

 

３３３３））））    金の都市金の都市金の都市金の都市 

遼の次の金代の都市についても同じように整理する。 

【上京会寧府】（現在、黒竜江省阿城市南白城） 

【東京遼陽府】（現在、遼寧省遼陽市） 

【北京大定府】（現在、内モンゴル自治区赤峰市寧城県） 

【上京→のちの北京臨潢府】（現在、内モンゴル自治区赤峰市巴林左旗） 

【南京大興府のちの中都大興府】（現在、北京市西南部） 

【西京大同府】（現在、山西省大同市） 

【南京開封府】（現在、河南省開封市） 

【中京金昌府】（現在、河南省洛陽市） 

 

おわりにおわりにおわりにおわりに    

 

・境界に都市が生まれる背景 

・そしてそこに表出する複数の特徴 

・中心と辺境⇒⇒むしろ相対化する必要 
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